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1.問 題 と 目的

熊本大学教育学部附属特別支援学校(以 下,本 校)

中学部生徒 の 「個別 の教育支援計画」(1)に おけ

る長期 目標 には,調 理や掃除,洗 濯などの生活技能

の習得に関す る内容が多い.こ れらはライフキャリ

ア(2)と して,家 庭での手伝いという役割を担 う

ことか ら始 まり,ひ いては自身のワー クキャリア

(3)の 充実にっながる重要な力になると考え られ

る.

知的障がいのある児童生徒の学習上の特性として,

特別支援学校学習指導要領解説には 「学習によって

得た知識が断片的になりやす く,実 際の生活の場で

応用されに くい」 「実際的な生活経験が不足 しがち

であることから,実 際的 ・具体的な内容の指導が必

要であり,抽 象的な内容の指導よりも効果的である」

と示されている.そ のため本校中学部では,学 んだ

ことを家庭でも活用できることを目標に,主 に生活

単元学習や 日常生活の指導の場面において,調 理や

洗濯,掃 除などの内容を実際の活動を中心に取 り組

んできた.

平成27年 度 の 「個別の教育支援計画」 実施状況

を評価 した結果,ラ イフキャリアに係る目標が達成

できていない生徒が多いことが明らかになった.配

膳や片付け等の食事前後の手伝い回数は比較的多かっ

たが,特 に調理に関しては,学 校で学習 しているに

もかかわらず家庭で手伝いが定着 している生徒が少

なか った(図1).保 護者へのアンケー ト調査では,

生徒18人 中,家 庭生活において調理に週1回 取 り組

む生徒が1人,週2回 取 り組む生徒が2人,全 く調

理を しない生徒が13人 であった.ま た一週間の手伝

い回数を平均すると,調 理は0.4回と非常に少なか っ

た.保 護者側の理由として,衛 生面や安全面への配

慮が必要であり,家 庭で指導 しなが ら調理を行うこ

とは時間的にも余裕がないことが推察された.さ ら

に,生 徒自身が学校で学んだ調理を家庭で生かそう

とする意欲がない,ま た知識が定着 していないこと

も要因であると考えた.
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平成28年 に中央教育審議会 中央教育分科会教育

課程部会が報告 した 「次期学習指導要領等に向けた

これまでの審議 のまとめ」(以 下,審 議のまとめ)

では,学 びの成果として生きて働 く 「知識 ・技能」,

未知の状況にも対応できる 「思考力 ・判断力 ・表現

力等」,学びを人生や社会に生かそうとす る 「学び

に向かう力 ・人間性等」を身に付けていくためには,

「どのように学ぶか」という学びの質が重要である

と指摘されている.子 どもたちが主体的に学ぶこと

の意味と自分の人生や社会の在り方を結び付けたり,

多様な人との対話を通 じて考えを広げたり,単 に知

識を記憶する学びにとどまらず,身 に付けた資質 ・

能力が様々な課題の対応に生かせるよう学びを深め

ることで学びの質が高まるとしている.何 を学ぶか

のみならず,学 びの 「過程」も重視 している.

そこで本校の授業づ くりを根本から見直すことに

した.審 議のまとめが示 している 「どのように学ぶ

か」という視点から,レ シピ通 りに調理を体験する

だけでなく,「どのようにす るのか」「なぜそのよう

にするのか」「そのようにす ると何がいいのか」 と

思考 し,そ れを表現す る活動を取 り入れた.こ のこ

とで基礎的な理解も深まり,自 ら実践 しようとする
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態度も育成できるのではないかと考えた.

さらに,3年 間を通 してより系統的な学習を積み

重ねられるように,職 業 ・家庭科の授業をこれまで

の生活単元学習ではなく教科別の指導 「くらし」を

平成28年 度に新設 して取 り扱うようにした.「くら

し」では家庭科の内容の,調 理や掃除,洗 濯などを

扱 っている.平 成28年 度は 「妙める」 と 「煮る」

にっいて,平 成29年 度は 「茄でる」と 「焼 く」 にっ

いて学習 した.平 成30年 度は加熱調理器具を使用 し

た調理にっいて学習する予定である.

本稿では,本 校中学部の調理の授業において,生

徒が思考と表現を しながら学んでい く様子を通 して,

知的障がいのある生徒が効果的に学ぶ方法とその意

義にっいて検討することを 目的とした.

2.方 法

実施 は前半期(9月 一10月),後 半期(10月 一2

月)と した.

調理 の授業づ くりを行 い,授 業 中の生徒 の思考 と

表現の様 子を観察 した.

1)学 習活動

これ まで調理 の学 習は,提 示 された レシ ピを読 み

なが ら作 るとい う流れで行 ってきた.あ る限定 され

たメニューの作 り方で実際に調理 して,そ のメニ ュー

の大 まか な作 り方や調理の基本的 な技術を身 に付 け

ようとす るものであ る.こ れ に対 し 「くらし」 の授

業で は,学 ぶ 内容 を基 本的 な加熱調 理法(妙 め る,

煮 る,焼 くなど)や 調 理工 程(洗 う,切 る,妙 め る,盛

る)な どに絞 った.ま た理解を深め るために調理 法

や調理手順を生徒 自ら考え る学習活動を取 り入れた.

学習計画を表1,基 本 的な授業展 開を表2に 示す.

表1平 成29年 度後半期の学習計画
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表2基 本的な授業展開

① ミッシ ョン(「○○を作ろう」のような授業のゴー

ル)と チャレンジポイン ト(授業の中で全員が考え,
一人一人実践すること)を 知る.

②調理の材料,手 順,道 具について考える.絵 カー ド

を使って一人で考えたり,友 だちと話 し合ったりし

ながらホワイ トボー ドに貼っていく.4～5人 のグ

ループでレシピを作 り上げていく.

③次回の調理の練習(包 丁で切る,フ ライ返 しで返す

など)を する.

④振 り返 りプ リン トに記入する.

2)授 業作 りの工夫

①学び合いのメソッド

習熟度別の場合,グ ループによっては生徒同士の

学び合いが難 しくなると考え,様 々な発達段階の生

徒が混在する集団で学習するようにした.

個人差,特 に言語発達の差が大きい集団での一斉

授業では,全 員が主体的に参加 し理解を深めるため

の指導の工夫が求められる.

生徒を以下の3つ の様子で捉え,活 動や発言の順

番を工夫 し,全 ての生徒が自分の学び方で学べるよ

うに配慮 した.

表3生 徒の様子

CAS 理由や根拠を示して考えを言葉で表現する生

徒
三語文以上を話 し,日 常会話に問題はない.「 ～だか

ら」 と理由や根拠を説明できる.

(B) 考えを言葉や動作で表現する生徒
一語文から三語文を話す.言 葉のみの指示は理解が難

しい場合がある.動 作で言葉を表現できる.

〔C〕 模倣して考える生徒

話し言葉はないか,一 語文を話す.他 の生徒の様子を

見て模倣する.

一人で考 えた り
,選 択 した りす る時 間を与 えた後,

〔A〕 〔B〕 〔C〕の生徒 の発 言や活動 の順番 は,教 師

が考えて指名 し,友 だちの意 見を聞 くように した.

例 えば,「 妙め る」 は どん な調 理法か尋 ね る場合,

〔B〕 の生 徒が フ ライパ ンと木べ らを動 か して妙め

る様子 を表現 し,〔C〕 はそれを見 る.教 師 は 〔A〕

の生徒 になぜ木べ らを動かす のか理 由を問 う.〔A〕

の生徒が説明す る言葉 を教師は適切 に言葉で再確認

し,〔B〕 〔C〕の生徒 はや りとりを聞 く.動 作で表現

して いた 〔B〕は動作 と言葉 を結 びっ ける.実 際 の

妙め る場面 で 〔C〕の生徒 は 〔A〕〔B〕の生徒 の様

子 を参考 に して妙 め る.こ のよ うに,実 践 した り考

えた りす る場面 で,教 師が意 図的 に生徒 を指名 し,

発言や活動 の順番 が工夫で きるよ うに した(図2).
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②思考や表現を助ける教具としての絵カー ドの活用

絵カー ドを使用 し,調 理の材料を選択する,手 順

通 りに並べるなどの操作を通 して,考 えたり考えた

ことを表現 したりできるようにした.絵 カー ドを操

作することで,言 語表出や言語表現が難 しい生徒で

も自分の考えを伝えることができると考えた.

例えば,お 好み焼きの材料を絵カー ドから選択 し

たり,「切る」「茄でる」際に必要な道具を絵 カー ド

から探 した り,ま た絵 カー ドと同 じ道具を実習室内

で探 して持って くるなど様々な方法で活用 した.

図3絵 カード

③ち ょっとした未知の状況の設定

前回までの学習内容ともっている知識を生か し,

新 しい課題にっいて考えられるような授業構成にし

た.例 えばカ レーの材料を考える時に,材 料のカー

ドの中に 「?」 カー ドを入れておき,生 徒が隠され

た材料を考えるという活動を設けた.

④振り返りプリン ト

学習 したことを家庭で実践できるように,振 り返

りプ リン ト(図4)で 毎時間生徒が学習を自己評価

し,学 習内容を家庭に伝えるように した.自 己評価

の項 目は,そ の授業で取 り組んだ内容にっいて,授

業の理解度,家 庭で実践 したいかの3点 である.後

期からは家庭で実践できたらシールを渡すようにし

た.
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3)手 伝 い回数の確認

保護者を対象 と した アンケー ト調査 を授業開始前

の9月 と終了後の1月 に実施 した.

3.経 過 と結 果

1)授 業 中の生徒の様子

(1)第1時 お茶の掩れ方(沸 騰)

沸騰 の様子 を観察 した.「 水 が ど うな って る?」

の問いに 〔A〕〔B〕の生徒 が 「ぼこぼ こ」 「泡が立 っ

て る」 「煙 が出て る」 「熱 い」 な どの返答があ った.

後で煙 と湯気の違 いを教師が説 明 した.

未知 の状 況 と して 「この ままや かん を持 っ と熱

い けどどう しよう?」 と問いかけた.い ち早 く 〔A〕

〔B〕の生徒 が 「タオルで押 さえる」 と答 え,布 巾を

持 ってきた.抑 え方 を全部の生徒 が試 した.〔B〕 〔A〕

〔C〕の生徒 の順 でや かんか ら湯飲 み にお湯 を注 ぎ

飲み物を作 った.

絵 カー ドは 「や かんでお湯 を沸かす」 「(飲 み物

の)粉 を湯飲みに入れ る」「お湯を入れ る」 「混ぜ る」

の4枚 を用意 した.粉 とお湯は どち らを先に入れて

も飲み物 は完成す る.ど ち らを先 に入れ るか絵 カー

ドを入れ変え なが ら考えていた.

(2)第2時 ゆで卵

未知の状況 と して 「生卵を茄で ると中は固 くなる

か柔 らか くな るか」 考 えた.「 柔 らか くな る」 と予

想 した生徒 もいた.授 業の最後 に箸 で触 って固 くな

ることを確認 した.

ゆで卵が熱 くて殻が剥 けない状況で どう した らい

いか を考 えた.使 う道 具 と してボ ウルがあ ったが生

徒 は単 にゆで卵 を入れ る入れ物 と して考えて いた.

〔A〕の生徒 が 「水 に漬 ける と熱 くな い」 と言 って

ボ ウル に水を入れた.

殻 の剥 き方 は生徒 によ って様 々だ った.〔A〕 〔B〕

〔C〕の様 子 に関わ らず,自 分の剥 き方を もってい る
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生徒か ら剥 き,そ の様子 を参 考 に他 の生徒 も剥 くよ

うに した.

(3)第3時 温野菜サ ラダ手順 ・練習

手順 は 「洗 う」 「切 る」 「茄 で る」 「盛 る」 だ が

「切 る」 の前 に 「茄で る」 を置 いた 〔B〕 の生徒 が

いた.理 由は言 えないが主張を 曲げなか ったので実

際 に作 る次回 に確認す ることとなった.

道具 の絵 カー ドを どの手順 で使用す るか考 えて

置 けるよ うに,生 徒1人 に2枚 ず っ手渡 した.あ る

〔B〕 の生 徒が手 順 の絵 カー ドを見ず に適 当 に置 い

て しま った.こ れ に他 の生徒全員で1枚 ず っ考え直

した.〔C〕 の生徒 は包丁 の絵 カー ドの下 にまな板 の

絵 カー ドを置 き直す ことが で きた.他 の 〔C〕の生

徒は 自分の考え と異 なる場合 には っきりと 「違 う」

を答えた.

8分 の1に カ ッ トした 白菜の根元を 「洗 う」練習

で は,ま ず 〔B〕の生徒 か ら実践 した.水 道か ら出

る水 に白菜 を当て るだ けだ った 〔B〕の生徒 の様 子

を見 た 〔A〕 の生 徒が 「こす った方 がい い」 「その

方が汚れが よ く落ち る」 と指摘 した.〔B〕 の生徒は

〔A〕の生徒 が指摘 した洗 い方 に変 えた.

〔C〕の生徒 は調 理 の材料 や道具 を選択 した り,

友だち と意見が違 う ・同 じを指 さ しで明確 に伝えた

りす ることができた.ま た絵 カー ドを並べ て手順 や

道具を確認す る際 に,自 分の考え と違 う ことが一 目

で分か る場面 も多か った.

(4)第4時 温野菜サ ラダ作 り

「野菜 は茄でると固 くなるのか柔 らか くなるのか」

を予想 した.第2時 の卵 にっいて学習 した ことを思

い 出 して 「固 くな る」 と予想 した生徒 がいた.茄 で

た もの と生の ものを竹 串で刺 して比較 し確認 した.

〔B〕〔A〕の生徒 の様 子を模倣 して 〔C〕の生 徒

が実践す ることがで きた.

(5)第5時 お好み焼 き手順 ・練習

「妙め る」 と 「焼 く」 の違 いを考 えた.〔B〕 の生

徒が 「妙め る」 の動作 を して,〔A〕 の生徒が様子を

「ず っと動か して る」 「動か さない と焦 げる」 と様子

を言葉で表現 した.「 焼 く」の動作は 〔B〕の生徒 は

難 しか った.そ こで 「焼 く料 理 は何?」 と問 う と

「お 好み焼 き」 「ハ ンバ ー グ」 の答 えが 〔A〕 〔B〕

〔C〕の生徒か ら出た.「 お好 み焼 きを焼 いみ て」 と

〔B〕の生徒 に促す と,両 手でへ らを持 って返す動作

を した.

「お好み焼 きはひ っくり返す!」 と 〔A〕の生徒

が発言 した.教 師が 「妙める」 は具材 を動かす,「 焼

く」は具材を動か さず に待 って返す,と 整理 した.

「洗 う」 時 にボ ウル とざ る,「切 る」 時 に包 丁 と

まな板の絵 カー ドを選択す ることが1回 でで きるよ

うにな ってきた.ハ ムを焼 いて フライ返 しで返す練

習で は,〔B〕 〔A〕の生徒 の後 に 〔C〕の生徒 が実践

した.

(6)第6時 お好み焼 き作 り

肉は火が通 った ら何色 になるか予想 した.「 茶色」

「黒」の予想があ った.

自分たちが考えた レシピとお好み焼 き粉 の袋 に表

示 されて い る手順 を見比べ なが ら作 った.道 具の絵

カー ドを見 なが ら道具 を準備 したが,ボ ウルが複数

必要で ある ことに気付 いて 〔A〕が持 って くる場面

があ った.

2)生 徒事例

〔A〕〔B〕 〔C〕の生徒(表3)の 中か ら一事 例ず

っ,思 考 と表現 をどのよ うに引 き出せ ていたかを 中

心 に報告す る.

(1)対 象:3年 男子A

調理の手伝 いはほぼ してい ないが食べ ることは好

きで知識 も多 い.や や不器用 であ る.

授業 の理解 にっいては3と2の み の推移で,内 容

にっ いて は分か った と実感 していた.知 識 を生か し

て考 えを言葉 で表 現す ることが で きていた.意 欲 に

っ いては実際 に温野菜サ ラダとお好み焼 きを調理 し

図6-1Aの 授業理解度と意欲に対する自己評価の変化
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た回 に1を 選択 した.調 理は学校で の経験 がほ とん

どであ り,不 器用 さもあ るため技術的 な面 で難 しさ

を感 じた と考 え られ る.授 業では言葉 で 自分の考え

を伝え ることがで きた.

全授業後 に保護者が回答 した アンケー トによれば,

授業前 に週0回 だ った調理が,週1回 に増 えた.わ

ずか な1回 だが,全 く行 ってい なか ったAに とって

は大 きな変化 であ る.ま た毎 日行 って いた配膳 は0

回 に減 ったが,片 付 けは毎 日行 うようにな った.

(2)対 象:中 学2年 男子B

調理 は家庭で はあ まり行 って いないが,配 膳 と部

屋の片づ けは定着 してい る.道 具 は適切 に使 用す る

ことがで きる.自 己選択 が苦手.見 通 しが もて ない,

また 自信の ない場合 に 「分か らない」 と言 って活動

への参加が難 しくなることがあ る.

理解度 ・意欲 とも授業を通 して2と3の 評価だ っ

た.複 数の絵 カー ドの中か ら1枚 を選択す ることが

難 しい場合 は2枚 の中か ら選択す るように し,自 信

を も って 自分 の考えを表現で きるよ うに した.自 己

評価の際 も 自分の気持ちを選ぶ ことが難 しか ったが,

個別 に対応 して記入す ることがで きた.

白菜の汚れ を洗 う実践で は,〔A〕 の指摘を受 けて

洗 い方 を変 えた他 の 〔B〕の様子 を見て,安 心 して

実践す ることがで きた.

授業で絵 カー ドに より考 えを伝 え られた り,友 だ

ち の様子 を見て適切 に 「切 る」 「焼 く」 などの調理

工程がで きた りした際は,褒 め られ てとて も喜んだ.

調理 の授業後 の家庭で の手伝 いにっいては,週0

回だ った調理が週1回 に増 えた.ま た,配 膳 は減 っ

たが,食 器の片付 け と皿洗 いは増えた.全 体 と して,

調理 に関わ る手伝 いの回数が増えた.

(3)対 象:中 学1年 男子C

決 ま った手伝 いは定着 して いない.宿 題 は必ず行

い,評 価 され ると喜ぶ.宿 題 を忘れ た り,課 題 が う

ま くで きなか った りす ると落 ち込 む ことがあ る.教
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理解度

___意 欲

3授 業がよくわかった

2授 業がだいたいわかった

1授 業がむずかしかった

3家 で一人でやってみたい

2家 の人といっしょにやってみたい

1家 でやるのはむずかしいなあ

図7-1Bの 授業理解度 ・意欲に対する自己評価の変化

____理 解度

___意 欲

3授 業がよくわかった

2授 業が慧 、たいわかった

1授 業がむずかしかった

3家 で一人でやってみたい

2家 の人といっしょにやってみたい

1家 でやるのはむずかしいなあ

図8-1Cの 授業理解度 ・意欲に対する自己評価の変化

■授業前

授業後

■授業前

授業後

00

調理 配膳 片付け 皿洗い 台ふき 調理 配膳 片付け 皿洗い 台ふき

図7-2Bの 一 週 間の手伝 い回数 の推移(保 護者 回答)図8-2Cの 一 週間 の手 伝い回数 の推移(保 護者回答)
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思考や表現を引き出す 「調理」の授業の開発

師か らの問 いか けに正解 した い気持 ちが強 く,自 信

が ない と他 の生徒 の真似 を して答 え ることが多 い.

言葉の意 図が伝 わ らない ことが ある.道 具 は適切 に

使用す ることがで きる.

自分の考え に自信が ない と答え ようと しなか った

り他の生徒 と同 じ答 えを言 った りす る傾 向があ るC

だが,絵 カー ドを渡 して材料 と して必要 か必要 では

ないか一人 で判 断す ることがで きた.他 の生徒 が並

べた絵 カー ドが 自分の考え と違 うと,明 確 に 「違 う」

と主張 し,並 べ替 える ことがで きた.

調理 の授業後 の家庭での手伝 いにっ いては,調 理

は増えて いない ものの,配 膳 と台拭 きが週0回 か ら

それぞれ週7回(毎 日)と 週3回 に増 えた.調 理 の

手伝 いは定着 は してい ないものの,授 業後 には毎回,

授業で作 った ものを家庭で も作 ってい る.後 半 か ら

始めたシールはCに とって分か りやす い目標で,シ ー

ル を もらうため に調理,配 膳,片 付 け,」]]1洗い,台

拭 きを授 業後 に行い,配 膳 が定着 した.

4.考 察

1)授 業づ くりの工夫

言葉で考えたり,考 えを表現 した りすることが難

しい生徒にとって,視 覚情報である絵カー ドは実物

や動作などをイメージしやすく,想起 ・選択 ・比較 ・

予測 ・実証の過程を分かりやす くし,思 考 し表現す

ることを助ける有効な教具であることは,授 業中の

生徒の様子から明らかであるといえる.ま た,1人

に1枚 の絵カー ドを配ることで,手 元の絵 カー ドを

操作 して学習 しようという主体性を生み出 した.さ

らに,試 行錯誤 しながら思考 し表現する授業展開に

するために,各 授業に 「ち ょっとした未知の状況」

を設定 した.こ の設定は授業に主体的に向かおうと

する態度を育む一助となった.

「学び合いのメソッド」は習熟度によって学習グ

ループを分けるのではなく,様 々な発達段階の生徒

が同時に,し かも主体性をもって深 く学べ る可能性

を示 した.活 動順の工夫は,〔A〕 〔B〕の中でも言葉

を使って話すことが得意な生徒のみが 自分の考えを

言葉で表現 し(答 えを言って しまう),他 の生徒が

自分で考える時間を得られない状況を解決する方策

でもある.絵 カー ドの使用と併せてこの方策を行う

ことで,〔A〕 〔B〕〔C〕全ての生徒が同時に学び合

える可能性が示された.

2)知 的障がいのある生徒が思考 し表現することに

ついて

これまで本校中学部の家庭科の授業では,主 に体

験を通 して学び,や り方を身に付ける学習を主に行っ

てきた.本 研究を通 して,知 的障がいのある生徒も

思考 したり表現 した りして学習できることが明らか

となった.こ のような学習過程を経ることで,受 け

身で教えられるのではなく自ら学んでいるという実

感がもて,記 憶に残 りやす く,学 習効果が向上する

のではないかと考える.

3)課 題

思考と表現のための時間を設定す ると,調 理その

ものの時間を短 くせざるを得ない.調 理 と試食は生

徒にとって興味関心が高 く,主 体性を引き出す重要

な学習活動である.ま た,様 々な方策を用いて考え

やす く,表 現 しやす く工夫 しても,そ れだけの授業

では生徒の集中力も途切れて しまう.思 考 と表現,

実践がバランスよく出現する授業展開の工夫が求め

られる.

また,事 例で挙げた3人 の生徒は,家 庭での調理

に関する手伝い回数が増えた例であるが,家 庭での

定着に結び付かない生徒も多か った.学 習 したこと

を生涯に渡 って活用 しようとする意欲や力を育むた

めに必要な授業の在り方,家 庭との連携その他の方

法の模索を今後も続けたい.

〈注 〉

(1)一 人一人の障がいのある子 どもにっいて,乳 幼児期か ら

学校卒業後までの一貫 した長期的な計画を学校が中心となっ

て作成.作 成に当た っては関係機関との連携が必要.ま た

保護者の参画や意見等を聴 くことなどが求め られ る.(文

部科学省)

(2)社 会 の中で自分の役割を果た しなが ら,自 分らしい生き

方を実現 してい く過程を 「キ ャリア発達」 という.ラ イフ

キャリアとは,こ こでは狭義的に中学生というライフステー

ジにお ける家庭生活での役割を遂行す ることを指す.

(3)こ こでは狭義的に働 くことを中心 とした役割を遂行する

ことを指す.ワ ークキ ャリアはライフキキャリアに含 まれ

る.
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